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承
認
第
１
号

▽
専
決
処
分
第
１
号
（
令
和
４

年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
４
号
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

５
１
６
万
６
千
円

主
な
事
業

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
事

業
予
算
総
額

１
０
９
億
６
，
８
２
５
万
９
千
円

承
認
第
２
号

▽
専
決
処
分
第
２
号
（
令
和
４

年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
５
号
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

５
０
７
万
５
千
円

主
な
事
業

・
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

事
業

予
算
総
額

１
０
９
億
７
，
３
３
３
万
４
千
円

議
案
第
１
号

▽
城
里
町
附
属
機
関
の
設
置
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

（
城
里
町
地
域
公
共
交
通
会

議
を
再
編
し
、
城
里
町
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
を

設
置
す
る
も
の
）

議
案
第
２
号

▽
城
里
町
使
用
料
及
び
手
数
料

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（「
藤
井
川
ダ
ム
ふ
れ
あ
い
の

里
」、「
グ
リ
ー
ン
桂
う
ぐ
い

す
の
里
」
及
び
「
ホ
ロ
ル
の

湯
」
の
施
設
使
用
料
を
引
き

上
げ
る
も
の
）

議
案
第
３
号

▽
城
里
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

（
所
得
基
準
及
び
住
宅
使
用

料
を
引
き
下
げ
る
も
の
）

議
案
第
４
号

▽
城
里
町
営
徳
蔵
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

（
住
宅
使
用
料
を
引
き
下
げ

る
も
の
）

　

第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
７
日
か
ら
17
日
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
承
認
２
件
・
条
例

改
正
等
11
件
・
契
約
の
締
結
１
件
・
損
害
賠
償
額
の
決
定
２
件
・
補
正
予
算
６
件
・
当
初
予
算

６
件
・
人
事
関
係
６
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
６
名
の
議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
「
否
決
」、
発
議
３
件
を
含
む
、
そ
の
他
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
１
件
・
請
願
１
件
・
報
告
21
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第１回
定例会

専
決
処
分

承
　
認

をクリック⇒　　　　　　　　をクリック議会事務局 議案書

ホームページに「議案書」を載せています
各議案の詳しい内容については、議案書をご覧下さい。
城里町公式ホームページ

条
例
改
正
等

可
　
決

第１回定例会で決まったこと
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議
案
第
５
号

▽
城
里
町
行
政
組
織
の
見
直
し
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
令
和
６
年
度
か
ら
健
康
増

進
部
門
を
所
管
替
え
す
る
こ

と
に
伴
い
、
課
の
名
称
を
変

更
す
る
も
の
）

変
更
期
日

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

課
の
名
称

・
健
康
保
険
課
を
国
保
年
金
課

に
変
更

・
福
祉
こ
ど
も
課
を
健
康
福
祉

課
に
変
更

議
案
第
６
号

▽
城
里
町
個
人
情
報
保
護
法
施

行
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

▽
城
里
町
個
人
情
報
保
護
審
査

会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

▽
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
第
６
号
～
第
８
号
に
つ
い

て
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

新
た
な
個
人
情
報
保
護
制
度

へ
移
行
す
る
た
め
条
例
を
整

備
す
る
も
の
）

議
案
第
９
号

▽
城
里
町
行
政
手
続
き
に
お
け

る
押
印
の
見
直
し
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

（
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
住
民

の
利
便
性
の
向
上
及
び
自
治

体
の
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め
、
条
例
を
整
備
す
る
も
の
）

議
案
第
10
号

▽
学
校
、
児
童
福
祉
施
設
等
に

お
け
る
バ
ス
送
迎
の
安
全
管

理
の
徹
底
に
係
る
関
係
府
省

令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

（
事
業
者
等
に
対
す
る
安
全

計
画
の
策
定
及
び
自
動
車
運

行
に
係
る
安
全
管
理
を
義
務

化
す
る
と
と
も
に
、
親
権
者

の
懲
戒
に
係
る
権
限
の
濫
用

禁
止
に
関
す
る
規
定
を
廃
止

す
る
も
の
）

議
案
第
11
号

▽
城
里
町
水
道
事
業
の
剰
余
金

の
処
分
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

（
城
里
町
水
道
事
業
に
お
い
て

生
じ
た
剰
余
金
の
処
分
等
を

行
う
た
め
制
定
す
る
も
の
）

議
案
第
12
号

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

契
約
の
目
的

令
和
４
年
度　

国
補
住
建
第
４

号　

町
営
南
団
地
建
替
工
事

D
の
21
・
22
・
23
・
25
号
棟

契
約
の
金
額

６
，
６
０
０
万
円

契
約
の
相
手
方

城
里
町
増
井
１
３
５
１
の
３

常
北
建
設
工
業　

株
式
会
社

契
約
の
方
法

一
般
競
争
入
札

議
案
第
13
号

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和

解
に
つ
い
て

（
令
和
４
年
11
月
15
日
、
錫

高
野
地
内
の
公
道
に
お
け

る
、
本
町
職
員
の
交
通
事
故

の
損
害
賠
償
額
を
決
定
し
、

和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議

決
を
求
め
る
も
の
）

議
案
第
14
号

▽
損
害
賠
償
額
の
決
定
及
び
和

解
に
つ
い
て

（
令
和
５
年
１
月
27
日
、
下

古
内
地
内
の
「
健
康
増
進
施

設
ホ
ロ
ル
の
湯
」
敷
地
に
お

け
る
、
開
発
公
社
職
員
の
交

通
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
し
、
和
解
す
る
こ
と
に
つ

い
て
議
決
を
求
め
る
も
の
）

議
案
第
15
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

減
額
補
正
額

△
３
億
７
，
２
６
５
万
５
千
円

主
な
事
業

・
職
員
給
与
等
の
減

・
企
業
立
地
奨
励
金
の
増

・
各
施
設
電
気
使
用
料（
不
足
分
）

の
増

・
減
債
基
金
積
立
金
の
増

・
自
立
支
援
給
付
費
の
増

・
多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
の
増

・
農
地
流
動
化
奨
励
金
の
増

・
部
活
動
補
助
の
増

予
算
総
額

１
０
６
億
６
７
万
９
千
円

補
正
予
算

可
　
決

第１回定例会で決まったこと

契
約
の
締
結

可
　
決

損
害
賠
償
額
の
決
定

可
　
決
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議
案
第
16
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

減
額
補
正
額

△
１
億
１
７
２
万
７
千
円

主
な
事
業

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
、
特
定
健
診
委
託
料
の
減

予
算
総
額

２
１
億
８
，
７
１
３
万
５
千
円

（
施
設
勘
定
）

減
額
補
正
額△

１
，
１
１
５
万
円

主
な
事
業

・
医
薬
材
料
費
の
減

予
算
総
額

２
億
２
，
７
７
８
万
６
千
円

議
案
第
17
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）に
つ
い
て

減
額
補
正
額△

２
１
９
万
７
千
円

主
な
事
業

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
の
減

予
算
総
額

２
億
５
，
７
６
４
万
９
千
円

議
案
第
18
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）に
つ
い
て

（
保
険
事
業
勘
定
）

減
額
補
正
額

△
１
億
７
３
１
万
５
千
円

主
な
事
業

・
居
宅
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
の
減

予
算
総
額

２
５
億
２
，
０
４
７
万
８
千
円

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

減
額
補
正
額

△
６
０
万
円

主
な
事
業

・
介
護
予
防
支
援
業
務
委
託
料

の
減

予
算
総
額

５
４
９
万
１
千
円

議
案
第
19
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
）

減
額
補
正
額△

８
９
６
万
９
千
円

主
な
事
業

・
給
水
収
益
の
減

収
入
予
定
額

７
億
１
，
２
７
５
万
２
千
円

（
収
益
的
支
出
）

減
額
補
正
額

△
１
，
９
９
７
万
８
千
円

・
有
形
固
定
資
産
等
の
修
繕
費

の
減

支
出
予
定
額

７
億
４
，
６
７
４
万
３
千
円

（
資
本
的
支
出
）

減
額
補
正
額△

２
，
９
２
５
万
円

主
な
事
業

・
基
幹
施
設
更
新
工
事
設
計
業

務
委
託
料
の
減

支
出
予
定
額

４
億
９
，
０
０
６
万
９
千
円

議
案
第
20
号

▽
令
和
４
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

減
額
補
正
額

△
５
，
４
７
４
万
９
千
円

主
な
事
業

・
汚
物
処
理
施
設
構
想
見
直
し

業
務
委
託
料
の
減

収
入
支
出
予
定
額

１
１
億
３
，
８
８
１
万
７
千
円

（
資
本
的
収
入
）

追
加
補
正
額

１
８
６
万
２
千
円

主
な
事
業

・
流
域
下
水
道
受
益
者
負
担
金

の
増

収
入
予
定
額

５
億
７
，
９
６
６
万
６
千
円

（
資
本
的
支
出
）

減
額
補
正
額

△
２
，
６
０
２
万
５
千
円

主
な
事
業

・
公
共
桝
設
置
工
事
費
の
減

支
出
予
定
額

９
億
７
１
１
万
５
千
円

城里町議会の本会議を見てみませんか
城里町議会では、本会議の録画した映像データ
を You Tube で配信しています。
城里町公式ホームページ　トップページから

をクリック議会事務局

議会録画映像

をクリック議会事務局

議会生中継

また、本会議の生中継配信を始めました。
会期中のみ、ご覧いただけます。

⇒　　　　　　　　　　をクリック ⇒　　　　　　　　　　をクリック

第１回定例会で決まったこと
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学
童
ク
ラ
ブ
建
設
は
補
助

事
業
の
た
め
、
町
長
が
い
う

町
民
利
用
の
多
目
的
施
設
は

造
れ
な
い
。
し
か
も
、
全
額

公
費
で
造
っ
た
施
設
を
集
会

所
等
に
す
る
な
ら
、
各
地
域

に
あ
る
集
会
所
の
利
用
者
は

黙
っ
て
い
な
い
。
建
設
費
用

さ
ら
に
は
毎
年
の
維
持
費
も

利
用
者
が
支
払
っ
て
い
る
か

ら
だ
。

　

そ
し
て
、
児
童
数
も
減
少

し
て
い
る
中
、
石
塚
小
の
両

隣
に
学
童
施
設
が
二
つ
必
要

な
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

町
財
政
も
２
６
５
億
以
上

の
負
債
が
あ
り
、
町
民
一
人

当
た
り
１
４
０
万
円
の
借

金
。
こ
れ
が
、
全
て
子
供
達

へ
の
負
担
に
な
る
。
無
駄
遣

い
を
や
め
る
べ
き
だ
。

猿
田　

正
純　

議
員

議
案
第
21
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
一
般
会

計
予
算
に
対
す
る
修
正
動
議

減
額
修
正
の
内
容

・
本
庁
舎
非
常
用
電
源
設
備
増

設
事
業４

，
９
９
７
万
円
削
除

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城

里
非
常
用
発
電
設
備
等
設
置

工
事

４
，
９
９
７
万
円
削
除

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

７
，
４
３
３
万
７
千
円
削
除

第１回定例会で決まったこと

当
初
予
算

▽
６
名
の
議
員
か
ら
修
正
動

議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

否
　
決

修正動議の詳
細については
Ｐ２「令和５
年度予算の概
要」をご覧く
ださい。

　

少
子
化
も
あ
り
町
の
児
童

数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

共
働
き
家
庭
は
増
加
し
て
い

る
。
昨
年
度
と
比
較
し
、
17

％
利
用
数
が
増
加
し
て
い

る
。

　

広
さ
だ
け
を
言
え
ば
、
全

員
が
開
放
学
級
に
移
動
で
き

る
で
あ
ろ
う
が
、
双
方
が
合

併
を
望
ん
で
い
な
い
。
厚
生

労
働
省
も
40
人
程
度
が
理
想

と
し
て
い
る
。

　

建
設
に
は
補
助
金
が
入

り
、
町
負
担
は
20
％
の 

１
，
５
０
０
万
円
ほ
ど
。
財

政
は
、
安
定
し
て
い
る
。

　

災
害
時
に
は
手
を
取
り
合

い
利
用
し
て
頂
き
、
多
く
の

皆
さ
ん
が
集
ま
る
よ
う
な
場

所
に
な
る
事
を
願
っ
て
い

る
。 高

橋　

裕
子　

議
員

　

開
発
公
社
に
対
す
る
傾
斜

が
極
め
て
大
き
い
。
指
定
管

理
者
が
収
受
で
き
る
お
金
は

条
例
に
定
め
た
項
目
に
限

る
。
開
発
公
社
の
事
業
収
入

だ
と
言
っ
て
、
事
業
拡
大
を

す
る
仕
組
み
は
法
に
反
す

る
。

　

令
和
３
年
、
石
塚
開
放
学

級
の
建
設
時
、
80
～
90
人
の

児
童
が
入
れ
る
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
町
長
は
独
断

で
お
ひ
さ
ま
学
童
ク
ラ
ブ
の

児
童
を
石
塚
開
放
学
級
に
は

入
れ
な
い
方
針
を
と
っ
た
。

地
方
自
治
法
第
２
条
第
14
項

や
第
138
条
の
２
に
反
す
る
。

２
つ
の
学
童
の
こ
ど
も
た
ち

が
、
一
緒
に
放
課
後
を
過
ご

す
こ
と
を
望
む
。
手
厚
い
思

い
や
り
の
気
持
ち
は
、
多
く

の
町
民
に
向
け
て
ほ
し
い
。

藤
咲　

芙
美
子　

議
員

　

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
の
大
地

震
は
、
改
め
て
自
然
災
害
の

恐
ろ
し
さ
を
私
た
ち
に
教
え

て
く
れ
た
。

　

町
最
大
の
避
難
所
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
城

里
に
は
、
非
常
用
発
電
設
備

が
な
く
、
停
電
し
て
し
ま
え

ば
全
館
が
真
っ
暗
な
状
態
に

な
る
。
石
油
や
ガ
ス
を
使
っ

た
発
電
設
備
の
設
置
も
考
え

ら
れ
る
が
、
燃
料
が
確
保
で

き
な
け
れ
ば
動
か
せ
な
く
な

る
危
険
性
が
あ
る
。

　

太
陽
光
発
電
設
備
は
、
発

電
を
続
け
る
た
め
、
燃
料
補

給
の
心
配
が
な
く
、
工
事
費

の
70
％
が
補
助
さ
れ
、
大
変

有
利
な
制
度
が
活
用
さ
れ
て

お
り
、
整
備
を
進
め
る
べ
き

だ
。 鯉

渕　

秀
雄　

議
員

原
案
に
賛
成

修
正
案
に
反
対

修
正
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

修
正
案
に
反
対

原
案
に
反
対

修
正
案
に
賛
成

討
　
論
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発
　
議

可
　
決

議
案
第
21
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
22
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

議
案
第
23
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て

議
案
第
24
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
25
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
26
号

▽
令
和
５
年
度
城
里
町
下
水
道

事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
27
号

▽
城
里
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

添
田　
　

智
（
石　

塚
）

任
期令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
７
月
12
日
ま
で

議
案
第
28
号
～
第
29
号

▽
城
里
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

次
の
方
の
任
命
に
同
意
し
ま

し
た
。

粕
谷　

眞
一
（
石　

塚
）

任
期令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

平
塚　

真
一
（
阿
波
山
）

任
期令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
８
年
４
月
22
日
ま
で

議
案
第
30
号
～
第
32
号

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま

し
た
。

久
保
田
殿
司
（
上
青
山
）

松
﨑　
　

忍
（
増　

井
）

小
山
ま
り
子
（
那
珂
西
）

任
期令

和
５
年
７
月
１
日
か
ら

３
年
間

選
挙
第
１
号

▽
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に

つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
議

員
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
者

加
藤
木　

直

任
期令

和
５
年
３
月
20
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
19
日
ま
で

請
願
第
１
号

▽
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択

の
請
願
書

発
議
第
１
号

▽
城
里
町
議
会
の
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

（
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
伴
い
、
議
会
も
条
例
を
制

定
す
る
も
の
）

発
議
第
２
号

▽
城
里
町
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い

て（
定
例
会
で
の
電
子
採
決
に

よ
る
表
決
を
可
能
と
す
る
も

の
）

発
議
第
３
号

▽
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
会
長
、
茨
城
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
会
長
へ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

可
　
決

予
算
の
詳
細
は
、
Ｐ
２
～
３「
予

算
の
概
要
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
　
事

同
　
意

可
　
決

請
　
願

可
　
決

選
　
挙

第１回定例会で決まったこと


